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公共施設再編による連鎖型まちづくりによって、様々な都市機能を導

入・配置することで、さいたま新都心駅周辺地域の都市機能と相互

に補完しあい、一体的な都心としての連続性を生み出すことが可能と

なります。 

また、氷川緑道西通線の整備や氷川参道の一部歩行者専用化な

どの基盤整備により、移動環境の円滑化や歩行空間の充実を図るこ

とで、物理的な連続性の強化を図っていきます。 

（３）公共施設再編による連鎖型まちづくりの効果 

 

公共施設再編による連鎖型まちづくりの全体方針に基づき段階的にまちづくりを進めていくことで、大宮駅東口周辺では周辺への波及も含め、次のような効果が見込まれます。 

公共用地の利活用にあたって、都市再生緊急整備地域の制度を活

かし、規制緩和や優遇制度などのインセンティブにより民間活力の導

入を図ることで、土地の更なる高度利用や効率的に様々な都市機

能の導入を図るなど、スピード感のあるまちづくりを展開することが可能

となり、東日本の玄関口としてふさわしい拠点性を高めることが期待

出来ます。 

「大宮駅グランドセントラルステーション化構想」による駅や駅前のまち

づくりでは、東日本連携に資するような都市機能の導入等が進められ

るとともに、その隣接地区おいて展開する公共施設再編による連鎖

型まちづくりによって、駅前地区を補完する都市機能の受皿を創出す

ることが可能となります。 

これらのまちづくりによって、多種多様な都市機能が連携・融合し、例

えばMICEなどの都市活動を展開することなどによって、東日本の各圏

域との連携強化を図り、東日本の対流拠点としての役割を果たすこと

が期待出来ます。 

図 連鎖型まちづくりと周辺のまちづくりとの連携イメージ 

民間活力の導入による効率的な都市再生 地域間の連携による一体的な都心形成 

東日本連携による対流拠点機能の強化 面的な都市再生による総合的な防災力の向上 

公共施設の再編によるまちづくりに伴い、老朽化した施設は防災性を

備えた建築物に更新され、さらにこのようなまちづくりが連鎖的に波及

していけば、強靭で防災性の高い都市に生まれ変わることとなります。 

また、建物更新等によって生み出されるオープンスペースは人々に憩い

の場を提供するとともに、災害時の対応にも貢献するなどし、安心・安

全のまちづくりにも寄与します。 

「公共施設再編による連鎖型まちづくり」の効果によって、商都大宮の商い（商業・業務）やこれまで継承してきた歴史と文化、点在する氷川の

杜などの地域資源が、まちづくりによって新たに導入される様々な都市機能と相互に作用し「職」「住」「楽」「憩」などの機能がコンパクトに集積すること

で、企業・居住者・来街者それぞれに魅力的で創造的なライフスタイルを提供します。 

東日本の玄関口としてふさわしいシンボル性の高い空間を形成し、様々な地域から訪れる人を地域全体でおもてなしすることが出来るまちとなり、ま

た、東日本の各圏域を連結し多くのヒト・モノ・カネ・情報が交流・集積する対流拠点となって、様々な地域との連携に貢献するまちとして成長します。 

８ 
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5．地区別整備の推進に向けた進め方 

（１）検討体制 

「大宮駅東口周辺公共施設再編／公共施設跡地活用 全体方針」（以下、「全体方針」とい

う。）では、大宮駅東口周辺の公共施設の再編と公共施設跡地活用の方針を定めるとともに、その

後の行動計画も併せて方針として定めます。全体方針の策定後、それぞれの地区ごとに具体的かつ

詳細な検討を行うプロジェクトチームを結成します。 

大宮区役所ならびに大宮小学校の検討を行う「 」で駅前賑わい拠点整備推進プロジェクトチーム

は、全体方針に基づき新たな土地活用に向けた段階的な検討を行います。 

市民会館おおみやならびに山丸公園の検討を行う「 」地域連携拠点整備推進プロジェクトチーム

では、大宮区役所新庁舎との一体感のある土地活用を行うことを前提に、全体方針を実現するため

の具体的かつ詳細の検討を行います。 

そして、大宮図書館ならびに市立博物館が立地するエリアの検討を行う「氷川神社周辺エリア利

」では、大宮図書館跡地、市立博物館用地のあり方を検討し、資産の活用推進プロジェクトチーム

有効活用に向けた検討を進めていきます。 

 

（２）検討の進め方と市民参加 

公共施設や公共用地は、市民が利用する大切な財産です。そのため、公共施設や公共用地の

将来のあり方を左右する方針や計画の検討は、アーバンデザインセンター大宮と連携しながら、市民

の皆様の意見を積極的に導入し、広く共有できるものとしていくことが大切です。 

全体方針の策定ならびにその後の各地区の具体的な土地活用の実現にあたり、適切なタイミング

で市民の皆様からの意見をいただくとともに、専門家のアドバイスを参考としながら、まちづくりを推進し

ていきます。 

全体方針では、公共施設の再編と公共施設跡地の活用についての全体的な方針を定めるだけで

なく、それぞれの段階ごとに、市民、そして専門家からの意見を積極的に導入していくことも併せて、方

針として定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地区別整備計画の策定に向けた進め方 
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用語解説 
 

 
1 大宮駅周辺地域 

戦略ビジョン 

 大宮駅周辺地域のまちづくりの将来ビジョンとして、官・民協働でつくりあげ

たまちづくり計画。 

 大宮駅周辺地域を、政令指定都市の顔としてふさわしい都心として再構

築するため、将来像、まちづくりの方針、戦略や優先プロジェクトをとりまとめ

られている（H22.5策定）。 

2 首都圏広域地方計画  「国土形成計画（全国計画）」を受け、首都圏の自立的発展に向け、

概ね 10年間の地域のグランドデザインをとりまとめたもの（H28.3大臣決

定）。 

 本計画において、大宮駅周辺地域が東日本の対流拠点として位置づけら

れる。 

3 国土形成計画  国土の利用、整備及び保全を推進する総合的で基本的な計画の 

 国土形成計画法に基づき、全国計画と広域地方計画から構成される。

（H27.8閣議決定）。 

4 さいたま新都心 

将来ビジョン 

 「さいたま新都心周辺地区」における、将来のまちづくりの指針となる将来ビ

ジョン（H26.3策定）。 

5 大宮駅 

グランドセントラル 

ステーション化構想 

 大宮駅の駅前広場を中心とした交通基盤整備、駅前広場に隣接する街

区のまちづくり、乗換改善を含めた駅機能の更なる高度化を三位一体で

推進する構想。 

 大宮グランドセントラルステーション推進会議（H28.8設置）および基盤

整備推進部会（H29.3設置）およびまちづくり推進部会（H29.6設

置）によって検討体制が形成されている。 

6 アーバンデザインセンター

大宮 

[UDCO] 

 産・官・学・民がフラットに連携するまちづくりのプラットフォームとして、既成市

街地における公共空間の利活用の提案と実践などを行う新たなまちづくり

の組織。 

 一般社団法人アーバンデザインセンター大宮によって運営される、全国で

15 カ所目のアーバンデザインセンター（H29.3設置）。 

7 都市再生推進法人  都市再生特別措置法に基づき地域のまちづくりを担う法人として、市町村

が指定する国の制度。 

 地域のまちづくりを担う法人として、まちづくりの新たな担い手として行政の

補完的機能を担いうる団体を指定できる制度。 

８ スーパーメガリージョン  国土交通省が唱えるコンパクト＋ネットワークの考え方を基礎とした国際競

争力の強化に向けた国土づくりの構想。 

 リニア中央新幹線によって首都圏・中部圏・近畿圏を一体化。メガリージョ

ン全体で４つの国際空港、２つの国際コンテナ戦略港湾を共有。 

 世界最大級の交通ネットワークにより、世界から人・モノ・カネ・情報を引き

つけ、世界を先導する国際経済戦略都市とする構想。 



添付資料

 別表Ａ：事業対象地の概要

 別表Ｂ：対象施設の概要

 資料①：大宮駅東口周辺 公共施設再編

／公共施設跡地活用 全体方針（原案）H29.8 

 資料②：大宮駅グランドセントラルステーション化

構想【骨子（案）】H29.11 

 資料③：さいたま市における東日本連携向けた取組み

例）「東日本連携周遊ルート・モデル・コース」






























